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　事業活動を示す「一般正味財産の部」では、経常収益756,511,165円に対して経常費用696,852,187円であり、
当期経常増減額（収支差額）は59,658,978円となります。この額に一般正味財産期首残高2,342,706,775円
を加えると、一般正味財産期末残高は2,402,365,753円になります。

　使途制約資金の状況を示す「指定正味財産の部」では、受取寄付金相当の会館施設に係る減価償却費
△5,374,008円の一般正味財産への振替を計上し、この額に指定正味財産期首残高225,708,346円を加えると、
指定正味財産期末残高は220,334,338円になります。

　この結果、本会全体の正味財産期末残高は、合計2,622,700,091円となります。

令和４年度　決算の概要

１　決算額
一般正味財産の部 （単位：円） 指定正味財産の部 （単位：円）

（Ａ）経常収益 756,511,165 （Ｊ）一般正味財産への振替額 △ 5,374,008

（Ｂ）経常費用 696,852,187 （Ｋ）当期指定正味財産増減額（＝Ｊ） △ 5,374,008

（Ｃ）当期経常増減額（Ａ－Ｂ） 59,658,978 （Ｌ）指定正味財産期首残高 225,708,346

（Ｄ）経常外収益 0 （Ｍ）指定正味財産期末残高（Ｋ＋Ｌ） 220,334,338

（Ｅ）経常外費用 0

（Ｆ）当期経常外増減額（Ｄ－Ｅ） 0

（Ｇ）当期一般正味財産増減額（Ｃ＋Ｆ） 59,658,978

（Ｈ）一般正味財産期首残高 2,342,706,775 （単位：円）

（Ｉ）一般正味財産期末残高（Ｇ＋Ｈ） 2,402,365,753 （Ｎ）正味財産期末残高（Ｉ＋Ｍ） 2,622,700,091



―　　―4

　⑴　経常収益

◎収益のポイント（予算との差異の主なもの）

【受取会費】　　　　　　　　　497,386千円� 2,863千円減
　・会員数の減　 43,500名　→　　43,251名� 249名減　

【受講料等収益】　　　　　　　100,529千円� 6,065千円減
　・学会参加者数の減
　　　　　　　　5,100千円　→　 2,058千円� 3,042千円減　
　・研修会受講者数の減
　　　　　　　101,495千円　→　98,471千円� 3,024千円減　

【その他】　　　　　　　　　　 14,830千円� 3,875千円増
　・受入寄付金の増
　　　　　　　　　　1千円　→　 3,916千円� 3,915千円増　
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その他
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（単位：円）

内　訳 予算額 決算額 構成比 差　異

受 取 会 費 500,250,000 497,386,500 66％ △ 2,863,500

受 講 料 等 収 益 106,595,000 100,529,162 13％ △ 6,065,838

会 館 利 用 料 収 益 132,000 38,280 0％ △ 93,720

日 看 協 助 成 金 17,200,000 17,233,200 2％ 33,200

受 託 事 業 収 益 127,160,000 126,493,209 17％ △ 666,791

そ の 他 10,955,000 14,830,814 2％ 3,875,814

収　益　合　計 762,292,000 756,511,165 100％ △ 5,780,835

※内訳欄は、正味財産増減計算書の主な科目を記載し、少額な科目については「その他」に一括して計上しています。
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　⑵　経常費用

◎費用のポイント（予算との差異の主なもの）

【質向上】　　　　　　　　　100,864千円� 34,599千円減
　・旅費交通費　研修会・委員会等のWeb開催による減
　　　　　　　32,416千円　→　9,276千円� 23,140千円減　
　・諸謝金　研修会講師等謝金実績の減
　　　　　　　46,092千円　→ 42,138千円� 3,954千円減　
　・通信運搬費　開催案内発送の効率化等による減
　　　　　　　 8,275千円　→　5,754千円� 2,521千円減　
　・消耗品費
　　　研修会のWeb開催による使用消耗品の減
　　　　　　　 1,927千円　→　　640千円� 1,287千円減　
　・会場費
　　　北海道看護研究学会会場費及び懇談会会場変更による減
　　　　　　　 3,974千円　→　2,708千円� 1,266千円減　

【確保定着】　　　　　　　　 83,081千円� 2,355千円減
　・旅費交通費　委員会等Web開催、会議の中止等による減
　　　　　　　 3,446千円　→　1,028千円� 2,418千円減　
　・委員謝金　地域応援ナース就業実績による減
　　　　　　　 2,708千円　→　1,168千円� 1,540千円減　
　・広報費　ナースセンター広告拡充による増
　　　　　　　 2,276千円　→　3,738千円� 1,462千円増　

【健康福祉】　　　　　　　　 23,715千円� 15,614千円減
　・旅費交通費
　　　�災害支援ナース派遣がなかったこと及び事業縮小等によ

る減
　　　　　　　 9,446千円　→　　649千円� 8,797千円減　
　・通信運搬費　協会ニュース発送単価等の減
　　　　　　　 7,099千円　→　4,416千円� 2,683千円減　
　・諸謝金　訪問看護推進事業の縮小による減
　　　　　　　 2,510千円　→　1,314千円� 1,196千円減　
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（単位：円）

内　訳 予算額 決算額 構成比 差　異

公　益 質 向 上 研修、学会、医療安全、保・助・看の活動、図書室 135,463,000 100,863,805 14％ △ 34,599,195

確保定着 ナースセンター・労働環境改善等 85,436,000 83,080,817 12％ △ 2,355,183

健康福祉 在宅ケア推進、災害看護、健康づくり、広報活動 39,329,000 23,715,196 3％ △ 15,613,804

支部事業 支部における事業 81,522,000 66,238,453 10％ △ 15,283,547

公益共通 人件費・維持費・経費 274,321,000 280,961,756 40％ 6,640,756

公　益　合　計 616,071,000 554,860,027 79％ △ 61,210,973

収益等 会 員 加入促進、会員に対する福利厚生等 18,055,000 12,903,073 2％ △ 5,151,927

法　人 管 理 本会を運営するために必要な事業 138,556,000 129,089,087 19％ △ 9,466,913

費　用　合　計 772,682,000 696,852,187 100％ △ 75,829,813
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【支部事業】　　　　　　　　　 66,238千円� 15,284千円減
　・旅費交通費　支給規程変更による減
　　　　　　　 15,216千円　→　 6,382千円� 8,834千円減　
　・会場費　委員会・研修会・支部大会等Web開催による減
　　　　　　　 12,498千円　→　 6,772千円� 5,726千円減　
　・会議費　委員会・研修会・支部大会等Web開催による減
　　　　　　　　1,855千円　→　　 586千円� 1,269千円減　
　・諸謝金　研修会のWeb開催等による減
　　　　　　　　5,764千円　→　 3,621千円� 2,143千円減　
　・印刷製本費　資料等作成実績の減
　　　　　　　　12,689千円　→　9,369千円� 3,320千円減　
　・消耗品費　消耗品購入実績による減
　　　　　　　　4,835千円　→　 2,884千円� 1,951千円減　
　・委託費　技術サポート・資料送付事務等委託実績の増
　　　　　　　　5,512千円　→　 9,421千円� 3,909千円増　
　・委員謝金　単価見直しによる増
　　　　　　　 13,357千円　→　16,809千円� 3,452千円増　

【公益共通】　　　　　　　　　280,962千円� 6,641千円増
　・委託費
　　　�研修Web申込システム導入及び支部Web研修サポート

等による増
　　　　　　　 20,761千円　→　29,336千円� 8,575千円増　
　・光熱水料費　電気料金値上げによる増
　　　　　　　 10,934千円　→　 2,152千円� 1,218千円増　
　・減価償却費　令和４年度中の資産取得に伴う増
　　　　　　　 49,366千円　→　50,404千円� 1,038千円増　
　・租税公課　消費税納付額の増
　　　　　　　 13,353千円　→　14,366千円� 1,013千円増　
　・人件費　職員２名退職による減
　　　　　　　122,709千円　→ 119,769千円� 2,940千円減　

【会員】　　　　　　　　　　　 12,903千円� 5,152千円減
　・印刷製本費
　　　会員ガイドブック（定款・規則集）作成延期による減
　　　　　　　　4,350千円　→　　　　 0円� 4,350千円減　

【管理】　　　　　　　　　　　129,089千円� 9,467千円減
　・旅費交通費
　　　�通常総会代議員旅費及び理事会・支部長会議等実績によ

る減
　　　　　　　　8,327千円　→　 2,853千円� 5,474千円減　
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２　資金調達及び設備投資の実績
　　資金支出を伴う資産の取得は下記のとおりです。

３　公益社団法人の要件となる財務三基準
　　当協会は、公益法人として次の財務三基準を満たすことが要求されます。

⑴　収支相償：公益目的事業に係る収入が費用を超えないこと
　　　収益　495,797,808円　　＜　　費用　554,860,027円

⑵　公益目的事業比率：公益目的事業に係る費用は、総費用の50％以上でなければならないこと
　　　　 公益目的事業費用 

　⇒　
 554,860,027円 

　＝　79.6％
　　　　　　　総費用　　　　　　 696,852,187円

⑶　遊休財産額の保有制限：遊休財産額が遊休財産額の保有上限額を超えないこと
　　　※遊休財産額とは、法人の純資産のうち使途の定まらないものの額
　　遊休財産額　254,145,945円　　＜　　遊休財産額の保有上限額　554,860,027円

●事業区分別収益および費用

（単位：円）

設備投資の内容 見　　込 実　　績

庭園北側隣地境界丸太ロープ柵設
置・芝張工事 8,490,700 1,998,700

心肺蘇生人形（貸出用）� ２台 515,240 475,200

心肺蘇生人形（研修用）� ２台 0 475,200

静脈注射トレーニングアーム　10台 0 2,145,000

（単位：円）

区　　　分 収　　　益 費　　　用

公益目的事業会計 495,797,808 554,860,027

収 益 事 業 等 会 計 6,576,580 12,903,073

法 人 会 計 254,136,777 129,089,087

合　　　計 756,511,165 696,852,187




